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会社概要 

商号 フィオラノ ソフトウェア株式会社     (英語表記: Fiorano Software Kabushiki Kaisha) 

設立  2009年 1月  

所在地 

本社 

      〒107-0061 東京都港区北青山 3-6-7 青山パラシオタワー 11階  

山王オフィス 

       〒100-6162 東京都千代田区永田町 2-11-1 山王パークタワー３階 

株主 Fiorano Software Pte. Ltd (シンガポール). 100% 出資 

事業内容 

1. 特定の業界にこだわらず、あらゆる業種のユーザーに、 

 直接販売およびパートナー を通じての製品販売およびサポートを提供いたします。 

  
2. パートナー企業と密接に連携し、コンサルティングから導入サポートまで 

ユーザー ニーズに確実に応えうるプロフェッショナル サービスを提供いたします。 

 
3. パートナーの製品や得意分野とを組み合わせた新たなソリューションをユーザーに提供

いたします。 

役員 

 取締役  

      青島 茂 

       Atul Saini (アトゥール サイニ) 

       Christopher Combs (クリストファー コームズ) 

  監査役  

       Rashmi Jain (ラシュミ ジェイン) 
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Global Leaders Choose Fiorano 



Industry Leaders Recognize Fiorano 

“Fiorano facilitated peer-to-peer architecture makes it well-suited for the integration of real-time 
systems and specialized use cases for integrating devices from the IoT.”  
 
“Fiorano offers a unique and highly productive interface development process. The graphical 
specification is exactly what is executed, which makes it usable for developers who are not 
integration specialists.” 

連携プラットフォーム分野の Magic Quadrant にお

いて 11年間ビジョナリに位置づけられています。 

“The secret to Fiorano’s productivity was a critical architectural decision 

that differentiated their ESB in fundamental ways.” 

“Fiorano Platform is a one-stop solution for a wide range of integration requirements: 

on-premise to cloud, cloud to cloud, intra-cloud, and B2B integration” 



What we do 
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あらゆるモノを連携する 

"モバイ/IoT/SaaS/基幹系/取引先/ 

ビッグデータ/ソーシャル メディア 

など " 

あらゆるモノを連携する 

という最も困難な課題を 

解決します。 



 ビジネスのデジタル化に必要なインテグレーション要件の定義 

     クラウド、モバイル、ビジネス データ/ビッグデータ 

 オンプレミス - クラウド - ソーシャル環境 - モバイル 間の相互接続 

   ハイブリッド インテグレーション 

 企業エコシステム全体にわたるリアルタイムなインターオペラビリティ 

   デジタル ビジネスに適した即応性 

 ライトウェイトでセルフサービス的に実施できるアプリケーションおよびデータ
のインテグレーション 

   “citizen integration” 

 取引先パートナーとの間のインテグレーション要求の増加、拡充 

 短期間なインテグレーション実現とアジリティの確保 

    柔軟性、適用性、アウェアネス、生産性 

 コスト削減 (インテグレーション実現の期間と費用の両面) 

企業 IT の今日的な課題 



Fiorano のアプローチ 

• リアルタイム ビジネスのための REST 対応プラットフォーム 

 

• モデルがそのままプログラミングを要せず稼働するビジネス プロセス 

 

• ”マイクロ サービス” アーキテクチャに基づく 

            ESB (エンタープライズ サービス バス) 

 

• API ベースのインターオペラビリティ 

 

• 他に類をみないインテグレーション プロジェクトの短期化  

 

• ライトウェイトでセルフサービス的に実施できるアプリケーションおよ
びビジネス データのインテグレーション 



製品ポートフォリオ 



Fiorano 製品ポートフォリオ 

• Fiorano Integration Platform 
  (メッセージング バス: Fiorano ESB  + プリビルト マイクロ サービス) 

− Fiorano SOA Platform 

− Fiorano Cloud Platform 

 

• Fiorano B2B ゲートウェイ 

• Fiorano API Management Platform (API ゲートウェイ) 

• FioranoMQ® (メッセージング ミドルウェア) 

• Fiorano MQTT (IoT/M2M ブローカー サーバー) 

 

 

 

 



Fiorano Integration Platform 

Fiorano Integration Platform は、 

 
 SOA (サービス指向アーキテクチャ) に基づくしサービス連携 

 EAI (アプリケーション連携) 

 B2B (電子商取引) 

 BPM (ビジネス プロセス管理) 

 ETL  (extract(抽出)、transform(変換)、load(書き出し)) 

 クラウド連携プラットフォーム 

 医療システム連携、医療データ交換 

 
など、多様なインテグレーション プロジェクトの基盤として機能します。 



Fiorano Integration のアーキテクチャ 

サービスのコレオグラフィ 

Fiorano のアーキテクチャ 

分散処理 

ドキュメント セントリック 

イベント駆動 

疎結合 

非同期 

メッセージ ドリブン 



Fiorano ESB 
パートナー 顧客 

企業 

モバイル 
アプリ 

エンタープライズ 
サービス 

アプリケーション 
スーツ 

カスタム 
アプリ 

IOT デジタル ビジネス  モバイル端末 ソーシャル メディア SaaS 

ハイブリッドなインテグレーション 

Fiorano Cloud Platform 

Fiorano Integration Platform 



ハイブリッド インテグレーションの利点  

• デジタル ビジネスの要求に応え得るインテグレーション： 

 クラウド、モバイル、ソーシャル、ビジネス データ/ビッグデータ 

 

• オンプレミスの IT 資産 (サービスおよび情報) に対する 

API ゲートウェイ 

 

• バリューチェインのエコシステムに対応する柔軟なスケーラビリティ 

 

• エコシステム全体に亘るリアルタイムなインターオペラビリティ  

 

• デジタル ビジネスに必須な超高速レスポンス タイム  

 

• ライトウェイトでセルフサービス的に実施できるアプリケーションおよ
びデータのインテグレーション –- “citizen integration” 

 

• B2B インテグレーションのモダナイゼーションと拡張 



Fiorano B2B 

 Fiorano B2B™ : エンタープライズ レベルの B2B ゲートウェイ 
取引先、ディストリビュータ、銀行、原材料納入業者、購買者とのワール
ドワイドな電子取引 

 

 Fiorano ESB 上で稼働 
スケーラビリティ、分散実行に優れたピア・ツー・ピア アーキテクチャ 

 



サプライヤ A 
サプライヤ B サプライヤ C サプライヤ D 

EDI ebXML SOAP AS1(SMTP) 

Fiorano B2B 

B2B トランザクション処理プロセス 

ツール 

取引先管理 リモート管理 

ERP CRM 在庫 DB 

SFTP/FTP EDI 
JMS 

AS2(HTTP) 

ディストリビュータ A ディストリビュータ B リセラー A 

Fiorano B2B 

リセラー B 



Fiorano API Management 

 API ゲートウェイ 
企業のバックエンド データ リソースに携帯アプリなどから外部アクセスする場合に、 

Fiorano API Management Platform はセキュアなゲートウェイとして機能します。 

 ESB や SOA プラットフォーム製品とのシームレスな連携 

 バックエンド サービスをインボークする API プロキシの生成などのプロビジョニング 

 SOAP および REST に対応した API のノンプログラミングな構築 

 OAuth などの最新技術によるユーザー認証 

 SOAP ベース API に対する WS-Security に準拠したセキュリティ制御 

 REST ベース API に対する HTTP セキュリティ制御 

 

 API 管理とビジネス分析 (インサイト機能) 

 API ポリシー定義とポリシーに基づく管理 

 API およびアプリの利用状況分析 

 API 呼び出しの追跡および問題点調査/解析用のテスト ベッド 

 

 API ソーシャル化のためのポータル サイト構築 

 



Fiorano API Management 

エンタープライズ 
システム 

API コンシューマ 

ユーザー  

エクスペリエンス  

外部 

API パートナー 

CRM 

ミドルウェア/ 

ESB ERP 

レガシー 
システム 

トランザクション 
システム 

データベース 

分析 
インサイト 

API の定義、削除 API のテスト
スケール 

開発者への 
API の提供 

A
P

I 

A
P

I 

SAAS 
プロバイダ 

ネットワーク 
プロバイダ 

Web サイト 
従業員用 
アプリ 

モバイル 
アプリ 

パートナー 
アプリ 

未来型 
スクリーン  
タイプ 

顧客 従業員 ビジネス 
パートナー 

開発者 
 (外部/内部) 

Fiorano API Management 
Platform 



Fiorano モバイル インテグレーション 

“デジタル化されたビジネス” への移行 

バックエンド システムへモバイル ア
プリからアクセスする手段の提供 

API にフォーカスしたアプローチ 

SOA (サービス指向アーキテクチャ) 
の利点を活かしたアプローチによるコ
ア システムの外部化 

「Nexus of Forces」: 

“ソーシャル”, ”モバイル", "クラウド”, 

”ビジネスデータ” の力の結束 

顧客セントリック: 
顧客の多様なリクエストに応える 



Fiorano MQTT 

 Fiorano MQTT は最新バージョンの 3.1.1 に完全に準拠し、全機能
を使用できます。 

 

 MQTT (MQ Telemetry Transport) は、ライトウェイトなメッセー
ジング プロトコルで、パブリッシュ/サブスクライブ 型のメッセー
ジ交換をリモートのデバイスやセンサーとの間でおこないます。 

 

 MQTT は、低帯域な通信やネットワーク状態が不安定な場合を想定
しており、メモリなどのリソースに制限のあるデバイスやセンサー
に適した軽量プロトコルです。  

 

 そのライトウェイトなプロトコルによって         

• IoT 

• M2M (Machin-to-Machine) 

• WSN (ワイヤレス センサー ネットワーク)  

 に適しています。 

 

 



Fiorano MQTT 

Fiorano MQTT は、2個のサブコンポーネントから構成されています。 

 

 Fiorano MQTT Broker 

 Fiorano MQTT Client 

 

 

 

 

 

 

 

 Fiorano MQTT ブローカは、MQTT 3.1.1 に完全準拠し、 

JMS (Java メッセージ サービス) サーバー (FioranoMQ) に組み込まれています。 

 Fiorano MQTT のトピックは、JMS (FioranoMQ) のトピックと共有化でき、 

MQTT のパブリッシャからのメッセージを JMS のサブスクライバが受け取ることが
できます (自動的にメッセージが変換されます)。逆も可能です。 

 このメッセージ変換は、 

MQTT メッセージ   JMS バイト メッセージ 

に自動的に変換されます。 

 
 
 

 

 



Fiorano MQTT: ユースケース 1 

IoT  
(デバイス/センサーとバックエンド アプリとの間のメッセージング ブローカー) 

 

 

1. 数千のデバイス/センサーからのデータ (メッセージ) を Fiorano MQTT が受け取ります。 

2. その後、MQTT ベースもしくは JMS ベースのバックエンド処理プロセス (サブスクライ
バ) にデータを配信します。 

3. Fiorano MQTT は、Fiorano ESB を介して ERP、PLM、MES、CRM などのエンタープ
ライズ アプリケーションやビッグデータ処理システムにデバイス/センサーのデータを
配信することも可能です。 

 
 
 

 

 



Fiorano MQTT: ユースケース 2 

M2M  
(Machine to Machine のメッセージング ブローカー/ハブおよびバックエンド処理によ
るメディエーション) 

 

Fiorano MQTT は、M2M (Machine to Machine) のリアルタイムなメッセージング ブ
ローカーと機能します。  

バックエンド処理アプリケーション (サブスクライバ) をデータ マッピング、コード変換、
暗号化/復号化などのメディエーション機能を果たすものとしてデバイス間のデータ交換
に介在させることも可能です。 

 
 
 

 

 



Fiorano MQTT: エンタープライズ連携  

Fiorano MQTT は、Fiorano ESB および Fiorano API Management と組み合わせて用いるこ
とで企業内外のあらゆるアプリケーションを連携することが可能となります。 



Fiorano がビジネスにもたらす価値 



Fiorano の連携アプローチと利点 

 IT の複雑さを軽減します。 

 

 リスクとコストを低減します。  

 

 システムの本番化への期間を大幅に削減します。 
 
 
 

 

 



IT の複雑さの軽減 

 ベンダーや製品に依存しない連携プラットフォーム 
ヘテロジーニアスな異機種環境で稼働し、あらゆるアプリケーショ
ンとの連携が可能です。 

 

 既存システムの活用 (非 rip-and-replace) 
既存システムを破棄したり他のシステムで置き換えるのではなく、
そのまま再利用することが可能です。 

 

 スケーラビリティ 

スモール スタートできます。段階的に連携する範囲や連携するアプ
リケーションを拡張していくことができるスケーラビリティに優れ
たアーキテクチャを採用しています。 

 



リスクとコストの低減 

 標準規格に基づくフレームワーク 
自社の特性や技術に適した標準規格を選択でき、ベンダーロックイ
ンなどによるリスクを低減できます。 

 

 開発コストの低減 
ベンダー独自の技術を新たに学ぶ必要がなく、既に有している技術
スキルを活用できます。 

 

 新技術に適応可能なインフラ 
新たな技術や標準規格を導入することが可能なインフラを構築でき
ます。 

 

 新規アプリケーション開発のスピードアップ 
既存のサービスを組み合わせることで新たなアプリケーションを構
築するコンポジット アプリケーション機能を有しています。 

 



本番稼働までの期間短縮 

 プロジェクト遅延要因の低減 

ビジュアルな連携図が IT 部門とビジネス現場との間のコミュニ
ケーション ギャップを防ぎます。 

 

 新規アプリケーション デプロイメントの迅速化 

既存サービスを再利用するコンポジット アプリケーション機能に
よってアプリケーションのデプロイメントまでの時間を大幅に短縮
できます。 

 



Fiorano プラットフォームが可能とするもの 

 業務プロセスの自動化 
稼働環境が異なる様々なアプリケーションを連携し、業務プロセス
を自動化します。 

 

 リアルタイム化 
各アプリケーションが必要とする情報をリアルタイムに提供でき、
業務プロセスのリアルタイム化が可能となります。 

 

 IT部門ではなくビジネス部門が定義する業務プロセス 

ビジネス部門のユーザーが業務プロセスを定義できます。 

 -- IT エンジニアの工数を低減します。 

 



キー バリュー 

 ビジネスデータの有効活用 

様々なアプリケーションが有する最新ビジネス データをリアルタイ
ムに統合し、意思決定に不可欠なデータを提供します。 

 

 IT 部門への依存、労力の低減 

IT 部門への依頼を最低限に抑え、ビジネス ユーザーが業務プロセ
スを実装可能です。ビジネス データの処理にプログラマーを必要と
しません。 

 

 ビジネス環境に対するアジャイルな対応 

ビジネス環境の変化に、新たな S/W や H/Wおよび開発プロジェク
トを必要とせずに、アジャイルに対応できるようになります。 

 



経営層が抱える課題 

課題 
企業内の各部門、施設に分散している各種アプリケーションのビジネ
ス データを包括的かつリアルタイムに扱えない 

 

 

現象 

 リアルタイムな情報の欠落による重要な経営施策の遅れ、失敗 

 長いターン アラウンド タイム 

 顧客へのサービスの遅れ、非効率 

 業務処理プロセスの変更が複雑 

 自動化されたシステム、ヒューマン処理系およびそれらの効率
性に関わるインサイト情報の欠如 

 

 



Fiorano によるソリューション 

 効果的で容易な業務プロセスのモニタリング 

― リアルタイムな情報の欠落による重要な経営施策の遅れがなくなります。 

― ターンランドタイムの短縮、業務プロセスの自動化によって、顧客への迅
速で効率的なサービスが可能になります。 

― エラーの低減によって、サービス品質を向上できます。 

― 競合他社との差別化が図れます。 

 

 

 これらの利点は新たな H/W や S/W を追加することなく得ることがで
きます。 



Fiorano による利点の一覧 

課題 (Fiorano導入前) Fiorano による効果 

1 
リアルタイムで包括的なビジネス データ
の欠落 

各アプリケーションにまたがる重要なビジ
ネス データがリアルタイムで得られる 

2 
業務プロセスが非効率でクリティカルな
状況に対するアラートが遅れる 

リアルタイムでアラートが発せられ、顧客
の満足度が向上する 

3 
ターンアランド タイムが長い 競合他社との優位性、マーケットシェアが

向上する 

4 
顧客への非効率なサービス提供 サービス提供の向上により、他社との差別

化が可能となる 

5 

業務プロセスが硬直化して変更が難しい わずかなプログラミングで（あるいはプロ
グラミング無しで）業務プロセスの変更が
容易に行える 

6 
業務プロセスのモニタリングと分析が難
しい 

効果的なモニタリングが可能となる 



まとめ 

リアルタイム ビジネスへの変革が必要ですか？ 

 

Fiorano によるリアルタイム化によって得られる利点 

高い処理性能 (ピア・ツー・ピア アーキテクチャ) 

標準規格の準拠 (実証されているインターオペラリティ) 

包括的 (バックエンドからフロントエンドまで) 

リアルタイム性 (即時に得られるビジネス データ) 

ビジネス ユーザー向け (構築、使用が容易) 

低コスト (構築、変更、運用) 

今すぐ利用開始できます。 

 

 

 



Thank You !  
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